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広
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矢
野
駅

海田市駅海田市駅

2 9 東広島バイパス

2 8 広島南道路

【当初計画】JR山陽本線事業区間　L=約4.6km 【当初計画】JR呉線事業区間　L=約1.7km

青崎中店線

凡例
高架化する区間

土地区画整理事業

　整備済※

　整備済※
未整備　

主要
幹線道路

その他の
道路

   ※拡幅計画等がある区間を含む。
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安芸区役所

県道広島海田線
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線

至 

矢
野
駅

至 広島駅

至 
安芸
中野
駅
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新大洲橋

向洋駅北口線

向洋駅南口

上市
石原
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中
店
小
学
校
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茂
陰
向
洋
線

N

瀬野川西踏切

瀬野川東踏切

海田市第１踏切

向洋駅周辺土地区画整理事業向洋駅周辺土地区画整理事業

海田市駅南口土地区画整理事業

向洋駅周辺青崎土地区画整理事業向洋駅周辺青崎土地区画整理事業

JR山陽本線　約4.6km

【当初計画】広島市東部地区連続立体交差事業区間　L=約6.3km
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3
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平面イメージ

当初計画（イメージ）

縦断イメージ

【呉線】
大正矢野線5.5

4.004.0

6

〜9

【山陽本線　海田市駅以東】

青崎中店線

9.3

16.0

6

〜8

【3-3断面】

【4-4断面】

【山陽本線引地踏切付近～海田市駅】

青崎中店線
徐
々
に
上
が
っ
て
い
く

21.3

16.0

9

〜15 9

【2-2断面】

【山陽本線　引地踏切付近以西】

青崎中店線
17.6

16.0

7

〜9

【1-1断面】

除却踏切２０箇所(県域:13箇所 市域:7箇所)

事 業 費　約９６０億円※
　　　　　県域:約606億円
　　　　　市域:約354億円
※近年の事業費単価をもとに試算
　した事業費は、1,050億円

工事期間　１０年程度



跨線橋

アンダーパス

東西幹線道路

呉線乗越し部

凡例

土地区画整理事業

　 整備済※1

　 整備済※1

未整備※2

主要
幹線道路

その他の
道路

※1拡幅計画等がある区間を含む。

※2見直し内容に関わらず，都市計画決定
している路線は記載。　 　 　 　 　

：見直し案の東西幹線道路等 

：区画整理事業区域内の街路
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向洋駅周辺土地区画整理事業向洋駅周辺土地区画整理事業

海田市駅南口土地区画整理事業

向洋駅周辺青崎土地区画整理事業向洋駅周辺青崎土地区画整理事業
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鉄道高架区間（Ⅰ期）L=約2km 鉄道高架区間（Ⅱ期）L=約1.1km 
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安芸区役所

線田海島広道県

線町窪店中
【当初計画=見直し案】 

【1-1断面】

東西幹線道路

東西幹線道路

【見直し案】 

【当初計画】　　　　　　　　　　　

【3-3断面】

線店中崎青】面断1-1【

線店中崎青

】 【【当初計画】 見直し案  

5.01

【2-2断面】

東西幹線道路 東西幹線道路

東西幹線道路

東西幹線道路
２車線程度

鉄道

：鉄道高架区間 
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【当初計画】広島市東部地区連続立体交差事業区間　L=約6.3km
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29東広島バイパス

28広島南道路（府中町域　L=約1.1km，広島市域　L=約0.9km）

　

（広島市域　L=約0.4km，海田町域　L=約0.7km）

　

（海田町域　L=約0.9km）
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呉線乗越し部

鉄道高架区間（Ⅰ期）　L=約2km 鉄道高架区間（Ⅱ期）　L=約1.1km 鉄道高架区間（Ⅱ期）　L=約0.9km

除却踏切１４箇所(県域:8箇所 市域:6箇所)

：除却踏切（県域） ：除却踏切（市域）

平面イメージ

見直し案（イメージ）

縦断イメージ

事 業 費　約７７０億円
　　　　　県域:約490億円
　　　　　市域:約280億円
工事期間　１５年程度(Ⅰ・Ⅱ期)
※Ⅰ期工事着手後、概ね5年程度を目途にⅡ期工事に着手



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
当初計画 見直し案 

事
業
目
的
の
達
成 

交通の円滑化 
・東西幹線道路の整備 

・都市計画道路と鉄道が立体交差化 

・東西幹線道路の整備 

・跨線橋等により、都市計画道路と鉄道が立体交差化 

南北市街地の一体化 

・土地区画整理事業区域内の鉄道高架化（向洋駅、海田市駅周辺） 

・鉄道の高架化により、都市計画道路と鉄道が立体交差化 

・土地区画整理事業区域内の鉄道高架化（向洋駅、海田市駅周辺） 

・鉄道の高架化と跨線橋等により、都市計画道路と鉄道が立体交差

化 

踏切除却 ２０箇所 １４箇所 

高架延長 

全体 ６．３km 約４．０km 

 県域 ４．４km 約２．７㎞ 

 市域 １．９km 約１．３㎞ 

概算事業費 

全体 １，０５０億円 ７７０億円 

  県域 ６６０億円 ４９０億円 

  市域 ３９０億円 ２８０億円 

工事期間 １０年間程度 １５年間程度(Ⅰ期・Ⅱ期) 

年間投資額 約９５億円/年 約４５億円/年 

実現可能性 
・昨今の公共事業を取り巻く環境の中では、事業の長期化など課題

が生じる 

・事業費は現計画から約３割縮減 

・Ⅰ期工事区間の早期事業効果の発現が可能 

※年間投資額は、概算額からこれまでの投資済額（約１００億円）を差引き、事業期間で除したもの。 

※当初計画の概算事業費は、近年の事業費単価をもとに計画当初の事業費９６０億円を再試算したもの。 

▼踏切除却（県域と市域の内訳） 

 
当初計画 見直し案 

踏切除却 

（全体） 

全体 ２０箇所 １４箇所 

  県域 １３箇所  ８箇所 

  市域  ７箇所（３箇所）  ６箇所（２箇所） 

 

鉄道高架 

により除却 

 県域 １３箇所  ８箇所 

 市域  ７箇所（３箇所）  ４箇所（ ― ） 

跨線橋等 

により除却 

 県域 － － 

 市域 －  ２箇所（２箇所） 

※かっこ内の数字は、船越地区の該当箇所数 

▼概算事業費（市域の内訳） 

 
当初計画 見直し案 

概算事業費  
３９０億円※1 

 (３５０億円) 
２８０億円 

 

連立事業 ２９０億円 １５０億円 

関連道路  ６０億円 １３０億円 

 青崎中店線  ５５億円  ５３億円 

 
 
用地補償費  ４５億円  ４３億円 

 工事費  １０億円  １０億円 

 船越東線   ５億円   ７億円 

 
 
用地補償費 ４．５億円   ６億円 

 工事費 ０．５億円   １億円 

 船越中央線（跨線橋） ―  ４５億円※2 

 
 
用地補償費 ―  １８億円 

 工事費 ―  ２７億円 

 花都川線（ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ） ―  ２５億円※2 

 
 
用地補償費 ― ― 

 工事費 ―  ２５億円 

※1:当初計画の概算事業費 390億円は、近年の事業費単価をもとに再試算し

たもの。 

※2:船越中央線と花都川線の見直し案の概算事業費には、歩行者等立体横断

施設を含んでいる。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花都川線

側道本線側道

完成イメージ図 

位置図 

位置図 

２車線＋歩道
の道路整備

県道広島海田線
ＪＲ線現道

山
陽

貨
物
下
り

呉

下
り

山
陽

貨
物
上
り

呉

上
り

①船越踏切（北→南） 

②船越踏切（南→北） 

①
→ 

←
② 

船越小学校 

区民文化ｾﾝﾀｰ 

区役所 

区民文化ｾﾝﾀｰ 

船越小学校 

ＪＲ線 

ＪＲ線 

立
体
横
断
施
設 

船越踏切 

※歩行者の立体横断施設（歩道橋・ 

ボックス）の設置については、地域 

の方々の意見を伺いながら具体化 

します。（このイメージ図には、 

歩道橋を描写していません。） 

また、非常に厳しい条件ではあり 

ますが、側道において高さを抑えた 

構造での鉄道平面横断も検討します。 

船越踏切 

（除却） 

花都川線 縦断図 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青崎中店線

引地踏切

完成イメージ図 

位置図 

断面図 

位置図 

現 況現 況

踏切延長 約４０ｍ

現道

山
陽
上
り

呉

上
り

貨
物
上
り

山
陽

貨
物
下
り

呉

下
り

完成イメージ

踏切延長 約２０ｍ

２車線＋歩道
山
陽

貨
物
下
り

呉

下
り

呉

上
り

山
陽

貨
物
上
り

①引地踏切（北→南） 

②引地踏切（南→北） 

←
② 

断面図 

エル船越店 

船越幼稚園 

エル船越店 

ＪＲ線 

ＪＲ線 

引地踏切 

※歩行者の立体横断施設の 

設置については、地域の 

方々の意見を伺いながら 

具体化します。 

引地踏切 

船越幼稚園 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２車線＋歩道
の道路整備

県道広島海田線

ＪＲ線

県道府中海田線

山
陽

呉

下
り

貨
物
下
り

山
陽

呉

上
り

貨
物
上
り

至

国
道
２
号

船越中央線

側道側道

本線

的場川西踏切
完成イメージ図 

位置図 船越中央線 縦断図 

位置図 
①的場川西踏切（北→南） 

②的場川西踏切（南→北） 

西
古
谷
公
園 

㈱日本製鋼所 

ＪＲ線 

ＪＲ線 

西
古
谷
公
園 

立
体
横
断
施
設 

立
体
横
断
施
設 

※歩行者の立体横断施設の 

設置については、地域の 

方々の意見を伺いながら 

具体化します。 

的場川西踏切 

堀越第一踏切 

（除却） 
的場川西踏切 

（除却） 万惣 

㈱日本製鋼所 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗り越し設備とは、引地踏切付近において、 

呉線の上り（呉方面）が、貨物線の上り（西条方面）と山陽本線・

貨物線の下り（広島方面）の２線路の上空を跨ぐ設備で、鉄道の

線形上、大規模な敷地が必要となります。 

この設備により、山陽本線、呉線、貨物線の安全な運行と高頻度

運行など現在のサービスレベルが確保されています。 

 
当初計画では、海田市駅を３階構造とすることで乗り越しを行いますが、 

見直し案では、既存の乗り越し設備を活用します。（海田市駅は２階構造となります。） 

見直し案 

見直し案では、引地付近にある乗り越し設備を高架すると、事業の長期化と事業費の増加を招く

ことから、現在の乗り越し設備をそのまま活用する計画としています。 

■乗り越し設備とは・・・ 

■当初計画と見直し案における乗り越し設備の取扱い 

当初計画 

凡 例

山陽線･貨物線

呉線

縦断イメージ 

凡 例

山陽線･貨物線

呉線

縦断イメージ 

引
地
踏
切 

山陽・上り 

貨物・上り 
呉・上り 

山陽、貨物・下り 

呉・下り 
船
越
踏
切 

的
場
川
西
踏
切 

乗り越し設備区域 

写真 

広島方面 西条方面 

断面イメージ 

写真 

断面イメージ 

【海田市駅】 【海田市駅】 

海田市駅

呉方面

西条方面

広島方面

向洋駅

呉線

西条方面広島駅方面

向洋駅 海田市駅

呉方面Ⅰ期区間 Ⅱ期区間



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呉･下り

呉･上り

貨物･下り

山陽 貨物･下り

■乗り越し設備を現在の場所で高架化するには・・・ 

○連続高架化された鉄道のさらに上空を跨ぐ大規模な乗り越し設備が必要 

■引地踏切付近の施工断面図（イメージ） 

乗り越し設備（３階） 

鉄道部分 

（２階） 

【参考】当初計画の引地踏切付近の施工断面図（イメージ） 

呉線は、海田市駅に 

向かって３階へ徐々に 

上がっていく 

追加で用地買収が発生 

当初計画に比べ、 

大きな仮線設置の 

スペースが必要 

高架工事中の仮線 

高架工事中の仮線 

見直し案で乗り越し設備を現在の場所のまま高架化することは困難 

断面箇所 

高架工事中の仮線平面イメージ 

当
初
計
画
の 

用
地
買
収
ラ
イ
ン 

↑広島方面 

↓海田方面 

仮線用地の追加買収が必要 平面図（イメージ） 

乗り越し個所 

海田市駅を高架化(2階構造) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船越地区平面略図 

ステップ①（現況） 

ステップ②（上り仮線切替） 

ステップ③（下り仮線切替） 

ステップ④（下り計画線切替） 

ステップ⑤（上り計画線切替） 

別紙断面参照 

別紙断面参照 

別紙断面参照 

別紙断面参照 

別紙断面参照 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗り越し設備付近断面図 

ステップ②（上り仮線切替） 

ステップ③（下り仮線切替） 

ステップ④（下り計画線切替） 

ステップ①（現況） 

南
側 

北
側 

南
側 

北
側 

南
側 

北
側 

南
側 

北
側 

南
側 

北
側 

ステップ⑤（上り計画線切替） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般部（並行部）断面図 

ステップ⑤（上り計画線切替） 

ステップ②（上り仮線切替） 

ステップ③（下り仮線切替） 

ステップ④（下り計画線切替） 

ステップ①（現況） 

南
側 

北
側 

南
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線路イメージ（現況） 

乗り越し設備を平面交差にした場合 

線路イメージ（平面交差） 

平面交差は 

困難 

運行ダイヤに制約が発生 

 

広島方面

西条方面

呉方面

乗り越し設備
山陽・上り

山陽、貨物・下り

呉・上り

貨物・下り

貨物・上り

山陽、呉・下り

呉・上り

貨物・上り

山陽・上り

呉・下り

山陽、呉・上り

海田市駅

広島方面

西条方面

呉方面

山陽・上り

山陽、貨物・下り

貨物・下り

貨物・上り

山陽、呉・下り

貨物・上り

山陽・上り

呉・下り

海田市駅

山陽、呉・上り

呉・上り

呉上り線と山陽、貨物・下り線が相対 

⇓ 

安全運行の確保が必要 


